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1．研究の概要 

 本研究の目的は、イラン・イスラーム共和国（Jomfri-ye Islami ye Iran）（以下、イラン

とする）における第 1世代の女性を対象として、彼女達の子育て観について明らかにすること

である。下記、調査にもとづく分析の結果、イラン第 1 世代女性の子育て観は、「理念重視型」

として集約されことが結論付けられる。1979 年のイスラーム共和国への移行後、イラン政府は、

イスラームの公正と正義という観点から、女性の社会進出を促した。 

 他方、社会進出を促されている女性は、子育てをどのように捉えているのか、というのが本

研究の出発点である。子育ては、個人の家族の日常的な社会化実践の過程であり、政治、社会、

文化の形成に深く関わる社会的な試みでもある。ゆえに、子育ては、そのあり方や、妥当な政

治的、社会的支援について十分対策が講じられる必要がある。 

 

 

2．研究の動機、目的 

 本研究に着手した動機として、イランは日本と同じように元来子どもを「善なる存在」 

として捉えていることによる。 

 イランをはじめとしたイスラーム社会では、信仰が文化として根付いている。そして、聖典

であるコーランでは、 95章 第 4節において、人間を「最も美しい姿に創った」と記されてい

る。これにより、イスラーム社会は、信仰を通して、人間を善なる存在として捉える文化的な

背景が歴史的に展開されてきた。 

 他方、日本は、子どもは神から授かったもの、子どもは神の子であるから、大切に育てなけ

ればならないという考え方があった。 

 しかしながら、日本の子育て研究は、これまで子育てのモデルを求める際に、「人間は元来

罪なる存在」として捉えるキリスト教国から生まれた「子どもを善き存在として捉える」視座



を欧米諸国から求めてきた。 

 「人間を罪なる存在」文化的背景の中で生まれた「子どもを善き存在として捉える」という

子育てモデルと、「子どもを善き存在として捉える」文化的背景の中で生まれた「子どもを善

き存在として捉える」子育てモデルは、本来、社会的・文化的な文脈が異なる。  

 そのため、仮に他国に子育てモデルを求めるにしても、「子どもを善なる存在」として捉え

る文化的・社会的背景を有する国から援用することが肝要であろう。本研究は、その第一歩と

してイラン第 1世代女性の子育て観およびその実態を明らかにすることから始める。 

 

3．研究の結果 

表 1.イラン第 1 世代女性 対象者プロフィール 

 

  
  

 本研究では、第 1世代であるイラン女性の有する子育て観について明らかにするために、質

的調査を中心に研究がすすめられた。具体的には、子育て観を「こういう子どもに育って欲し

いという願い」と定義付けた上で、インタビュー調査を採用し、類型化を実施し、第 1 世代で

あるイラン女性の子育て観のタイプについて検討を行った。 

 対象の選出方法は、子育てを行った後、彼女達の子どもが結婚経験を有することを第 1条件

とした。また第２条件としては、孫を有することとした。 

  

 今、（孫に囲まれるほど）、家は大きくなりましたけれど、100%、素晴らしいとはいえない・・・

（中略）・・・（でも）神のなすことですから、それで、幸せであるかなと思います。（1） 

 

 今思うことは、子ども達は皆良い子に育ったということです。20 歳の時にはじめて、子ども

を得ました。健康であることを一番に考え、とても良い子になったと思います。（2） 

 

 子どもを育てるということは、もちろん成功を願い、幸せが実現するように。あなたはいい

子よ、あなたはいい子よといったら、本当にいい子になりました。（3） 

 

 私の（子どもに対する）夢は、健康であること、健康であれば、「（自分の）考え」もしっ

かりします。（4） 



 

 できたら、しっかりした人間に、善悪の判断ができるように。将来のことを考える。自分自

身で人生を切り開くことができるように。これが一番大切であった。(5) 

 

 娘が結婚したら、子どもを産んで欲しい。（娘の）子どもは、常に努力を続けて成功して欲

しい。これがとても大切。仕事も自分で決めて、運動もしっかりして、本をしっかり読んで欲

しい。（6） 

 

 子どもに対しては、幸せになって、人としてまともになって欲しかったし、自分の国のこと

を知って誇りを持って欲しかった。いつも健康に気をつけて、良い友達を得て欲しかった。（7） 

 

 自分で成功して、自分で人生を決定して、幸せになって。孫にも同じように思う・・・（中

略）・・・でもまずは健康であること、外国を好きになって欲しかったし、それが彼女の夢な

らば。（8） 

 

 孫が15日前に生まれたばかりなのよ。娘はエンジニアで、大学院まで行って。（もともと）

大学には行って欲しかった。子どもができたとき、まるで私のようであった。自分で大きくな

るように。（9） 

 

 ひとつ夢があった。成功して、一緒に頑張って欲しかった。私は、子どもが学校に行ってし

っかり勉強して、その後、結婚をして欲しい（と願った）。（10） 

 

 まずは成功してほしい。自分で、職業を決めてくれればなんでも良い。孫にも同じである。

とても可愛い。私は、14歳で子どもを産んだ。（11） 

  

 本研究では、表 1 の通りイラン第 1 世代の女性を対象として、彼女たちの子育て観の実態に

ついて明らかにすることを目的としていた。インタビューの結果、子どもの「成功」や「健康」

でいること、そして「幸せ」な人生を歩んで欲しいと願う「理念重視型」として集約された。

一方で、「成功」、「健康」「幸せ」の具体的な中身については、自分の子どもが、自ら考え、行

動に移すことを望んできたことが指摘できる。 

  

 

 

4．研究者としてのこれからの展望 

今回は、第 1 世代のイラン女性における子育て観を対象とした。本研究をもとに、今後は

第 2 世代、第 3 世代のイラン女性の子育て観を対象、明らかとしたい。そして、総括するか

たちとして、博士論文をまとめあげる予定である。 

 

 

5．社会に対するメッセージ 

「イラン」と聞いて、どのようなイメージを抱いていらっしゃいますか？マスメディアを

通じて、ネガティブなイメージが浸透しているのかもしれません。ですが、国内は極めて平

穏で、かつ親日国であることは余り知られていません。今はドラマ「北の国から」が大ブー

ム！まさかイランで、ペルシア語の吹替版を観るとは想像もしませんでした。今後は、地道

な実践を通して、1人でも多くの方にイランの「本当の姿」をお伝えできるように、学術研究

の世界のみならず、様々な場面にて、発信する力を付けていく所存です。 
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